
 

 

注 の つ け 方  

注 を つ け る 箇 所 に 番 号 を つ け 、そ の 挿 入 順 に ⑴ 、⑵ … … の よ う に

記 し 、注：と し て 以 下 の 約 束 に 従 っ て 本 文 末 に ま と め て 示 し ま す 。 

［ 約 束 ］  

( 1 )  図 書 の 場 合 ： 著 者 名 ま た は 編 者 名 『 書 名 』、 出 版 社 、  

出 版 年 、 ペ ー ジ （ 頁 ）  

( 2 )  逐 次 刊 行 物 の 場 合：著 者 名「 論 文 題 目 」、『誌 名 』号 数（ 年 ）、

p.  複 数 頁 に わ た る 場 合 は pp .  5〜 8 の よ う に 書 き ま す 。  

( 3 )  イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 資 料 の 場 合：ウ ェ ブ ア ド レ ス（ UR L）の

情 報 と 閲 覧 日 付 を 付 し ま す 。  

( 4 )  書 名 は 『  』 で 、 論 文 題 目 は 「  」 を 用 い て 示 し ま す 。  

 

注 に あ げ た 資 料 を 除 い て 、 参 考 に し た 資 料 を 参 考 文 献 リ ス ト と

し て 、 [約 束 ]に な ら っ て あ げ て く だ さ い （ ペ ー ジ を 記 す 必 要 は あ

り ま せ ん ）。こ の 場 合 は 番 号 が つ き ま せ ん の で 著 者 、編 者 等 の Ａ Ｂ

Ｃ 順 に 記 し ま す 。  

注 は 出 典 を 中 心 と し て く だ さ い 。 そ れ 以 外 の 注 記 は 、 で き る だ

け 本 文 の 中 に 記 述 す る よ う に 努 め て く だ さ い 。パ ソ コ ン の ワ ー プ

ロ ソ フ ト の 中 に は 、注 を つ け る 機 能 が 備 わ っ て い る も の が あ り ま

す の で 、 そ れ を 利 用 す る こ と も 可 能 で す 。  

以 下 、 例 を 示 し ま す 。  

  



 

例 １  横 書 き  

鎖 国 状 態 の 中 で 、 18 6 4（ 元 治 元 ） 年 函 館 か ら 脱 国 し た 新 島 襄 は 英

文 手 記 「 脱 国 の 理 由 」 と 呼 ば れ る 理 由 書 を 残 し て い ま す 。（ １ ） ボ

ス ト ン に 着 い た 新 島 が ワ イ ル ド ・ ロ ー ヴ ァ ー 号 の 船 主 、 Ａ ． ハ ー

デ ィ ー な ら び に 夫 人 に 提 出 し た も の で す 。  

そ の 中 の 文 章 か ら 読 み 取 れ る 新 島 の 人 権 意 識 が あ り ま し た 。  

「 あ あ 、 日 本 国 の 将 軍 よ 、 な ぜ あ な た は わ れ ら を 犬 や 豚 の よ う に

し い た げ る の か 。 わ れ ら は 日 本 の 民 だ 」。（ ２ ）  

…  同 志 社 に 看 病 婦 学 校 と 病 院 が あ っ た こ と を 知 り （ ３ ）、  

…  「 良 心 之 全 身 ニ 充 満 シ タ ル 丈 夫 ノ 起 リ 来 ラ ン 事 ヲ 」 の 言 葉

は 横 田 安 止
や す た だ

へ の 手 紙 に 書 か れ て い る 。（ ４ ）  

（ 本 文 末 に ま と め て ）  

注 ：  

( 1 )  新 島 襄 全 集 編 集 委 員 会 編 『 新 島 襄 全 集 』 第 10 巻 、 同 朋 舎

出 版 、 19 8 5（ 原 典 A.  S .  H a r d y ,  L i f e  a n d  L e t t e r s  o f  

J o s e p h  H a r d y  N e e s i m a ,  1 8 9 1  北 垣 宗 治 訳 ）、 pp .  1 1～ 2 1  

( 2 )  同 上 、 p. 1 2  

（ 3） 現 代 語 で 読 む 新 島 襄 編 集 委 員 会 編 『 現 代 語 で 読 む 新 島  

襄 』、 丸 善 、 20 0 0 年 、 p.  2 2 0  

（ 4） 同 上 、 p.  2 4 1  

 

参 考 文 献 ：（ 注 以 外 の 資 料 を ま と め る ）  

新 島 襄 へ の 扉 編 集 委 員 会 編 『 新 島 襄 へ の 扉 』、 日 本 キ リ ス ト 教 団

出 版 局 、 20 0 6 年  

 

  



 

例 ２  縦 書 き  
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